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「肌感覚」「心感覚」を大切にした教育 

 副校長 加藤 路恵 

 

３年ほど前、旅行先での

ことです。お土産物屋のレ

ジ脇をふと見ると、水を張

ったお皿に１枚の葉が入

れてありました。その葉の

縁からは小さな芽がいく

つも出ていて、なんとも愛

らしく見えました。「マザー

リーフ、育ててみませんか」の誘い文句に乗って、3 枚

100 円のマザーリーフを買って帰ってきました。「上手

に育てると幻の花が咲きます」とも書いてありました。 

マザーリーフの正式な名前は「セイロンベンケイ」。

アジア熱帯～亜熱帯を原産地とする多肉植物で、日本

でも南西諸島や小笠原諸島で見ることができます。葉

っぱから芽が出るから「ハカラメ」「コダカラソウ」と

も呼ばれます。 

さっそく家とそして学校でもマザーリーフを皿に

入れてみました。１週間ほどすると小さな芽が出てき

ます。５～６㎝ほどになったら鉢に植え替えて大きく

なるように育てます。鉢植えの中で 30 ㎝ほどまで育

つものがいくつかありました。しかし、それ以上大き

くはなりません。 

3 年目の今年度は、もっと上手に育てたいと思い、

理科支援員に相談しました。そして、理科室のプラン

ターで肥料を入れた土に植え替え、理科室のテラスで

たっぷりの日差しを浴びて育てることにしました。す

ると、瞬く間に大きくなりました。茎が太くなり、葉

が大きくなり、次々と新しい芽を出し始めました。一

株が三株になり、元気に暑い夏を越えました。 

いよいよ冬になりました。熱帯地方の植物なので、

寒さに弱いため、霜が降りる前に、日当たりのよい室

内に入れました。すると、ぐんぐんと背を伸ばし始め

ました。ある時、ふと見ると、太い茎から葉とは違う

ものが出始めました。それが花芽でした。そして冬休

み、ピンク色のスズランのような、提灯のようなかわ

いらしい花が咲きました。まさか「幻の花」と言われ

ている花が咲くとは…。実際に本物を目の当たりにし

た時の心に響く感動は何とも言えないものでした。 

現代社会は、インターネットを使えばどんな花なの

か、どうやって育てるのか、容易に調べ、写真や映像

でその姿を見ることができます。理科支援員も育て方

を調べ、水をあげたり、室内に入れるタイミングをは

かったりしてくれていました。しかし、「実際に育てる」

「実物を見る」「本物に触れる」という体験や経験はイ

ンターネットの世界では味わえません。 

荻窪小学校では、GIGA スクール構想を推進する一

方でこのような「肌感覚・心感覚」を大切にした教育

活動を進めています。書を通して心を育てる「言葉の

チカラ」、エコシステム校舎を最大限活用した「環境学

習プログラム」、「日本の伝統文化にふれる」体験や鑑

賞などです。肌で感じたこと、心を動かされたことな

どから探究心も生まれ、主体的な学びへとつながると

考えます。私は今、「葉から芽が出るマザーリーフの花

からも種が取れるのか」ということを知りたいと思っ

ています。 

新型コロナウイルス感染者数が急増しています。学

校では、引き続き感染防止に努めながら教育活動を行

ってまいります。ご家庭でもお子様の健康管理をどう

ぞよろしくお願い

します。
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６年「狂言鑑賞」 

教科書で学んだ「柿

山伏」を実際に見る

ことができました。 

日本に伝統的に伝

わる文化について

も学びました。 

興味のある方は、理科室を

のぞいてみてください。 



 

「コロナ禍の給食                        栄養教諭 
新型コロナウイルス感染症が広がる中、学校給食はどのように変わった 

のかを皆さんに紹介したいと思います。昨年度の６月から杉並区の学校給食は

再開されました。６月の１週目は分散登校でした。クラスで早く登校する児童

と遅く登校する児童に分けて学習をしました。給食も１１時３０分に出すグル

ープと１２時２０分に出すグループに分けて調理し提供をして給食が始まり

ました。内容は区内の多くの小学校では弁当箱に入れた給食が提供されまし

た。中学校では弁当と食器の数が少なくて済むカレーライスや中華丼のような

給食が半々ぐらいでした。 

文部科学省・東京都・杉並区教育委員会から求められた給食は、感染を広げ

ないことを目指すということでした。学校ではマスクを外す行為は、給食しか

ありません。そこで感染を広めてしまっては給食を提供できないことになりま

す。まず、第１に考えたことは、喫食する児童の間隔を 1ｍ以上保つこと、飛

沫がかからないように給食を食べることでした。「前向き給食」そして「黙食」

です。未だかって像もしなかった給食形態でした。第２は、なるべく児童・生

徒が給食の配膳に関わらない（給食当番の人数を減らす・食器具の数を減らす）

ことでした。給食のメニューの見直しや、丼物やカレーライス・チャーハンな

どの主食と主菜が一緒になった料理が多くなりました。これでは、子供たちの健康維持のために栄養素が確保で

きないなど毎日が悩みの連続でした。配膳を楽にするため、給食室で盛り付けできるところまで、できるだけ盛

り付けることにしました。どのようになったか紹介します。 

ビビンバでは、野菜・肉・たまご・みそだれがセットになっています。今までの給食では、教室でお皿にごは

んをのせたら、バット①（下の写真）の容器から当番の子が野菜をのせ、次の子が肉をのせ、次の子が炒り卵と

いうように多数の当番が関わり盛り付け①をしていました。現在ではバット②（下の写真）で一人の当番が全て

の具をのせることができ盛り付け②（下に写真）のようになります。このようにすると食べきれない児童がいた

り全く足りない児童がいたりして残食が非常に増えていました。今は、全てよそわずお代わりをしていいことに

しました。ただし、教員によそってもらうことにしました。そして、教員も感染しないことが求められます。児

童と対面せずオープンスペースや教卓を斜めにするなど感染予防を考えて食事をとっています。 

オミクロン株の流行でまだまだ先が見えない新型コロナウィルス感染症対策ですが、給食から感染が広がらな

いよう今後もしっかり対策をしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

幼保小交流                         幼保小交流担当 

荻窪小学校の新１年生として来年度から入学してくる園児との交流を１年生や５年生で行います。しかしなが

ら、感染症対策予防として直接交流が昨年度より難しい状況が続いています。そのため、宮前保育園・荻窪保育

園・にじいろ保育園・宮前おおぞら保育園・アウル宮前保育園の先生方と、今後の交流の仕方について話し合い

を行いました。 

幼保小の交流をできる限り行えるように、今年度は保育園から小学校へ学校に関する質問を送ってもらうこと

にしました。そして、現１年生がお姉さんお兄さんとして手紙で答える交流をしたいと計画中です。保育園の子

供たちが、この交流を通し新１年生としての自分の姿がイメージできることを期待しています。１年生にとって

は、２年生になることへの自覚をもつための良い機会となります。新しい１年生を優しく迎えようという気持ち

をもち、また一つステップアップしてほしいと思います。 

バット① バット ② 今まで盛り付け① 現在の盛り付け② 



小中学生環境サミット       環境コーディネーター 
1月２９日（土）、杉並区役所において小中学生環境サミットが行われました。今年度も感染状況から、区

内７校の小中学校が各校の活動を動画でまとめ、上映する形となりました。荻窪小は、環境委員会の取り組

みを「生き物に触れ合うビオトープ」というテーマで発表しました。委員会活動の時間という限られた時間

の中でしたが、土を耕したり落ち葉を混ぜたりして土を

豊かにすることや、池の掃除、草刈り、種植えなどに取

り組み、生き物ともっとたくさん触れ合えるビオトープ

を目指してきました。昨年度よりも少しずつ生き物が増

えていることに喜びややりがいを感じている子供が多く

いました。 

ご来校の際は、是非ビオトープにも足を運んでみてく

ださい。 

 

家庭科の時間の様子（食育） 

 現在、新型コロナウイルス感染症拡大により食育は行いにくい状況になっています。その中でも、１１月

から１２月にかけて家庭科の授業で調理実習を行うことができました。調理実習は家庭科の学習の中で子

供たちがとても楽しみにしていたものの一つです。５年生は鍋でご飯を炊き、みそ汁を出汁から作りました。

ご飯をおいしく炊くには火加減がポイントです。ガラス鍋の中の様子をじっくりと観察しながら火力を調

節し炊くことができました。６年生はクラスで主菜、副菜、汁物を選択し調理しました。昨年も感染症対策

のため、本格的な調理実習を行うことができなかった中で、班で協力して調理計画を立て、今まで学習した、

ゆでる、炒めるなどの技術を使って調理することができました。「おいしい」と言っていた班もあれば、「ニ

ンジンをゆでる時間が短かったな」と気が付いた班もありました。これからも、この経験をそれぞれの生活

に生かしてほしいと思います。 

 

書き初め展                          

今年度の書き初め展は、１月１７日（月）～２８日（金)の２週間で開催しました。新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、授業終了後から放課後までの短い時間でしたが、多くの保護者の皆様に鑑賞いただ

き、ありがとうございました。作品をご覧になり感想はいかがだったでしょうか。子供たちは、手本をよく

見ながら一文字一文字丁寧に集中して書く姿が見られました。 

     
  

 

 

 

 

   

１年生 ２年生 ３年生 

４年生 ５年生 ６年生 

家庭科担当 



 
授業日数 １９日 

 

 

 

日 曜 朝 学校行事・児童会活動等 

授業時数 

１

年 

２

年 

３

年 

４

年 

５

年 

６

年 

1 火 安全指導  5 6 6 6 6 6 

2 水  クラブ活動 5 5 5 6 6 6 

3 木 朝学習  5 5 6 6 6 6 

4 金 朝学習  5 5 5 6 6 6 

5 土         

6 日         

7 月 全校朝会 新１年生保護者会 4 5 6 6 6 6 

8 火 朝学習  5 6 6 6 6 6 

9 水  研究授業（３年４組、４年１組） 4 4 4 4 4 4 

10 木 朝学習  5 5 6 6 6 6 

11 金  建国記念の日       

12 土         

13 日         

14 月 全校朝会 理科出前授業（４年） 5 5 6 6 6 6 

15 火 朝学習 
なかよし班活動 

縄跳び体験授業（５、６年） 
5 6 6 6 6 6 

16 水   4 4 4 4 4 4 

17 木 児童集会  5 5 6 6 6 6 

18 金 朝学習  5 5 5 6 6 6 

19 土         

20 日         

21 月 全校朝会  5 5 6 6 6 6 

22 火  
水曜時程 

委員会活動 
5 5 5 5 6 6 

23 水  天皇誕生日       

24 木 朝学習 なかよし班活動 5 5 6 6 6 6 

25 金 朝学習 ６年生を送る会 5 5 5 6 6 6 

26 土  

授業参観 

２年：馬頭琴コンサート 

４年：言葉のチカラ 

６年：模擬投票出前授業 

 

3 3 3 3 3 3 

27 日         

28 月 全校朝会  5 5 6 6 6 6 

２月の行事予定   

≪主な行事≫ 
 
◆馬頭琴コンサート 
  ２６日(土)に２年生の
馬頭琴コンサートがあ
ります。ゲストティーチ
ャーをお迎えし、体育館
で馬頭琴の生演奏を聴
きます。 

 
◆クラブビデオ視聴 
  ３年生のクラブ見学
は、感染症予防のため、
今年度は行いません。事
前に各クラブで撮影し
た紹介ビデオを３年生
が教室で見て、来年のク
ラブ活動を決めていき
ます。 

 
◆縄跳び体験授業 
   １５日（火）に５・６
年生が、縄跳びの授業を
行います。縄跳び名人の
方をゲストティーチャ
ーにお迎えし、演技を見
せていただいた後に、ご
指導いただきます。 

 
◆６年生を送る会 
  ２５日（金）に、６年
生を送る会を行います。
体育館で待つ６年生に、
入れ替わりで１学年ず
つ出し物をする予定で
す。最後には、オンライ
ンを使い、６年生の出し
物を１～５年生が各教
室で見ます。それぞれが
感謝の気持ちをしっか
り伝えます。 

 
◆授業参観 
   延期になった授業参
観を２月２６（土）に行
う予定です。 

 
◆予告なしの避難訓練が
あります。 


